
【様式１】 

① 食育月間の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

三重県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

伊勢市立進修小学校 

取 組 の 名 称 学級活動 給食室探検 

実 施 時 期 ７月 

取組内容に該当する 

食 育 ピ ク ト グ ラ ム 

（ 複 数 選 択 可 ） 

 

☐  ☐  ☐  ☐  ☐  ☐  

 

☐  ☑  ☐  ☐  ☐  ☐  

取 組 内 容 

 

「すごいな！きゅうしょくしつ！！」 

 

【食育の視点】 

給食調理員さんの仕事を知ることで、残さずに感謝して食べようとする心を育てる。

（感謝の心） 

 

１年生の子どもたちは、給食当番の時にだけ給食室に行きますが、じっくりと中がど

うなっているのかは、見たことがありませんでした。そのため、給食室にはどんな道具や

機械があるのか、給食ができるまでに、どんな工夫がされているのか知る機会がありま

せんでした。給食室の機械器具や調理作業、給食調理員さんたちの努力や苦労を知るこ

とで、学校給食への興味・関心を高め、今よりも残食を少なくできるように、また好き嫌

いなく食べようとする気持ちを育てていきたいと考えました。 

見学させてもらって給食室で、約２００人分の給食を３人の調理師さんで作っている

ことを初めて知りました。大きなしゃもじも見せてもらいました。長さが、１年生の子ど

もたちの身長ぐらいありました。そんな、大きなしゃもじで一生懸命、心をこめて作って

くれていることも知ることができました。 

子どもたちが「いちばんつくるのに、たいへんなメニューは、なんですか」と聞くと、

「おこのみあげ」という答えが返ってきました。ひとつひとつ手作りしていること、おこ

のみあげに使う材料を切って、大きななべに入れた野菜をからだ全体で混ぜるのが、と

ても大変だそうです。おこのみあげは、1人 2個なので４００個も作っていることをお話

してもらいました。聞くことが、すべてビックリすることばかりでした。 

 おこのみあげが給食のメニューにでてきたときには、この日のことを思い出して味わ

ってほしいと思います。毎日、感謝しておいしくいただきます。 

  

この日をきっかけに残食も少なくなりました。 

 

＜感想＞ 

・きゅうしょくしつで おこのみあげが たいへんというのが びっくりしました。 

・おおきな なべがあって びっくりしました。 

・きってくれた きゅうりがでてきたから がんばってたべた。 

・２００にんぶんの きゅうしょくを つくるのが びっくりしました。 

・おなべが あんだけ おおきくて びっくりしました。 

 


